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日
頃
‘
会
員
並
び
に
地
域
の
皆
様
に

は
、
本
会
の
運
営
に
ご
支
援
ご
協
力
を

戴
き
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
昨
年
本
校
は
創
立
百
十
周
年
の

記
念
行
事
を
滞
り
な
く
終
え
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
記
念
式
典
か
ら
記
念
講

演
へ
と
続
く
行
事
の
間
、
全
校
生
徒
は

私
語
も
な
く
正
に
厳
粛
そ
の
も
の
の
雰

囲
気
で
、
こ
の
よ
う
な
立
派
な
学
校
に

育
っ
た
蔭
に
は
、
学
校
・
保
護
者
、
更

に
地
域
の
皆
様
の
た
ゆ
み
な
い
努
力
が

あ
っ
た
も
の
と
、
改
め
て
深
い
敬
意
と

感
謝
の
念
を
捧
げ
る
も
の
で
す
。

一
方
、
本
校
の
近
隣
で
は
三
和
高
校

が
本
年
三
月
、
惜
し
ま
れ
つ
つ
五
十
九

年
の
歴
史
を
閉
じ
、
平
成
二
十
二
年
に

は
久
井
高
校
が
同
様
に
校
史
を
閉
じ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
少
子
化
の
影

響
と
は
言
え
、
地
域
の
灯
が
消
え
る
よ

う
で
誠
に
残
念
で
す
。
今
後
、
周
辺
地

同
窓
会
長

第
九
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発
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に
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て
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域
で
ど
の
県
立
高
校
が
存
続
出
来
る
の

か
、
大
き
な
転
換
点
に
立
た
さ
れ
て
い

ま
す
。
学
校
が
特
色
を
持
ち
、
行
き
た

い
学
校
‘
行
か
せ
た
い
学
校
で
あ
り
続

け
る
た
め
に
は
、
学
校
の
努
力
と
保
護

者
、
更
に
は
地
域
や
同
窓
会
の
皆
様
の

ご
支
援
が
不
可
欠
と
考
え
ま
す
。
新
た

な
歴
史
を
歩
み
始
め
た
今
、
本
校
に
引

き
続
き
ご
支
援
戴
き
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

去
る
十
一
月
四
日
、
全
国
高
校
駅
伝

県
予
選
に
お
い
て
、
昨
年
に
引
き
続
き
、

男
女
ア
ベ

ッ
ク
優
勝
を
果
た
し
、
男
子

は
昨
年
の
記
録
を

一
分
以
上
短
縮
し
、

女
子
は
ケ
ニ
ア
人
留
学
生
の
故
障
で
急

逮
日
本
人
選
手
の
み
の
チ
ー
ム
編
成

で
臨
ん
だ
に
も
拘
わ
ら
ず
、
よ
く
ぞ
踏

み
留
ま
り
ゴ
ー
ル
直
前
で
追
い
越
す
大

逆
転
劇
を
演
じ
て
く
れ
ま
し
た
。
来
る

十
二
月
二
十
三
旦
界
都
の
全
国
大
会
で

は
‘
是
非
と
も
男
女
と
も
昨
年
以
上
の

頑
張
り
を
見
せ
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い

ま
す
。

七
年
前
ケ
ニ
ア
か
ら
の
留
学
生
の

受
け
入
れ
を
決
定
し
、
在
日
本
ケ
ニ
ア

共
和
国
大
使
館
を
通
し
て
留
学
生
を
受

け
入
れ
ま
し
た
。
県
立
高
校
で
は
全
国

唯
一
の
受
入
校
で
す
。
以
来
、
多
く
の

皆
様
の
ご
協
力
を
戴
き
、
今
日
ま
で
取

り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
。
今
や
、
「
グ

ロ
ー
バ
ル
社
会
」

。
肌
の
色
の
違
う

人
々
が
身
近
で
共
に
暮
ら
し
て
行
く
時

代
当
初
心
配
も
し
ま
し
た
が
、
学
校

地
域
の
皆
様
が
優
し
く
留
学
生
に
接
し

て
戴
き
、
不
安
は
一
掃
さ
れ
ま
し
た
。

留
学
生
の
受
け
入
れ
に
よ
り
、
陸
上
部

選
手
の
レ
ベ
ル
が
飛
躍
的
に
向
上
し
た

学
力
を
通
し
て
の

人
格
形
成
を

こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、

他
の
生
徒
に
と

っ
て
も
国
際
理
解
と
協

カ
の
心
を
育
て
る
上
で
大
き
な
教
育
効

果
を
も
た
ら
し
て
い
る
こ
と
を
感
じ
ま

す
。
一

方
、
留
学
生
に
対
す
る
経
済
的

支
援
は
、
国
際
交
流
推
進
会
議
な
る
任

意
の
組
織
を
作
り
、
同
会
員
の
皆
様
の

浄
財
を
元
に
行
っ
て
い
ま
す
が
、
特
定

の
方
々
に
負
担
が
か
か
り
過
ぎ
る
と
い

う
問
題
点
も
出
て
い
ま
す
。

今
後
、
国
際
交
流
を
継
続
さ
せ
る
た

め
に
は
、
よ
り
多
く
の
皆
様
に
ご
理
解

と
ご
支
援
を
仰
が
ね
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

本
校
が
特
色
を
持
ち
、
地
域
に
支
え

ら
れ
た
学
校
と
し
て
一
層
の
発
展
を
遂

げ
る
た
め
に
も
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
戴
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆

様
の
益
々
の
ご
健
勝
を
祈
念
し
、
ご
挨

拶
と
致
し
ま
す
。



2007(平成19)年12月1日発行 世羅 高 同窓会会報 （第 9号） ②
 

め
て
一
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
、
ナ
ン
バ
ー

1
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。

振
り
返
っ
て
み
れ
ば
‘
昨
年
度
は
世
羅

高
校
の
校
史
の
上
で
、
重
要
な
忘
れ
ら

れ
な
い
年
で
し
た
。
平
成
十
八
年
十
一

月
五
日
に
は
陸
上
競
技
部
が
、
永
年
の

念
願
で
あ
っ
た
男
女
そ
ろ
っ
て
県
大
会

で
優
勝
し
全
国
大
会
出
場
の
切
符
を
手

に
入
れ
ま
し
た
。
翌
週
の
十
一
月
十
二

日
に
は
新
体
育
館
で
の
創
立
百
十
周
年

記
念
式
典
。
十
二
月
二
十
四
日
の
全
国

駅
伝
競
走
大
会
で
は
男
子
が
三
十
二
年

ぶ
り
に

5
回
目
の
優
勝
。
翌
日
十
二
月

二
十
五
日
に
は
世
羅
町
内
優
勝
パ
レ
ー

ド
、
五
回
の
優
勝
記
念
碑
の
玄
関
前
設

置
、
堀
割
の
復
活
。
一
方
進
路
面
に
お

い
て
は
、
進
学
指
遮
重
点
校
に
指
定
さ

れ
、
就
職
率
一

0
0
%、
国
公
立
大
学

二
十
五
名
合
格
と
い
う
成
果
を
あ
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、

同
窓
生
の
皆
様
、
地
域
の
皆
様
の
支
え

が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
実
現
し
た
こ
と
で

あ
り
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
度
‘
本
校
で
は
夢
と
志
を
持
ち

自
王
的
に
行
動
で
き
る
生
徒
を
育
て
よ

う
と
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
昨
年
度

に
続
い
て
県
内
十
五
校
の
進
学
指
導
重

点
校
に
指
定
さ
れ
、
国
語

・
数
学

・
英

語
の
習
熟
度
別
授
業
、
特
別
進
学
ク
ラ

ス
設
置
、
各
教
科
で
の
研
究
授
業
の
実

施

毎

日

の
家
庭
学
習
時
間
調
べ
、
放

課
後
や
長
期
休
業
中
の
補
習
等
を
精
力

的
に
行
っ
て
お
り
ま
す
。

「
昨
年
と
同

じ
こ
と
は
後
退
。
常
に
前
に
ー
．」
を
合

言
葉
に
昨
年
以
上
に
知

・
徳

・
体
の
向

上
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
部

活
動
面
で
は
、
全
校
生
徒
の
約
八
十
五

％
が
入
部
し
活
動
し
て
お
り
、
六
月
に

は
尾
三
地
区
の
予
選
を
勝
ち
抜
き
、
過

去
最
高
の
九
ク
ラ
ブ
百
三
十
二
人
が
県

大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。
陸
上
競
技
部

は
、
昨
年
度
に
続
い
て
男
女
そ
ろ
っ
て

全
回
大
会
に
出
場
‘
男
子
は
本
校
歴
史

上
二
回
目
の
連
覇
を
目
指
し
て
日
夜
練

習
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、

昨
年
末
に
は
新
教
育
基

本
法
が
公
布

・
施
行
さ
れ
ま
し
た
よ
う

に
、
教
育
は
大
き
な
転
換
点
に
き
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
法
律
の
理
念
と

し
て
は
、
公
共
の
精
神
、
思
い
や
り
の

心
な
ど
こ
れ
ま
で
の
日
本
人
が
持
っ
て

い
た
『
規
範
意
識』

を
大
切
に
す
る
こ

と
、
日
本
の
伝
統
や
文
化
を
尊
重
す
る

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ

と
は
、
ま
さ
に
世
羅
高
校
が
こ
れ
ま
で

実
践
し
て
き
た
教
育
方
針
そ
の
も
の
で

す
。
「
文
武
両
道
」
「
心
と
体
を
鍛
え

学
習
に
集
中
す
る
」
「
基
本
的
な
生
活

習
慣
な
く
し
て
学
習
や
部
活
動
の
成
果

は
な
し
」
と
い
っ
た
こ
と
は
、
現
在
も

先
輩
か
ら
受
け
継
が
れ
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
学
校
の
使
命
は
、
学
力
を

通
し
て
の
人
格
形
成
で
あ
る
こ
と
を
肝

に
銘
じ
て
、

二
十
一
世
紀
の
日
本
を
担

う
人
材
、
世
羅
台
地
の
発
展
を
担
う
人

材
を
育
成
し
て
参
り
ま
す
。

「
学
ん
で
思
わ
ざ
れ
ば
す
な
わ
ち

圏
（
く
ら
）
し
、
思
い
て
学
ば
ざ
れ
ば

す
な
わ
ち
殆
（
あ
や
う
）
し
。
」

末

國

規

冶

（昭
25
高
卒
）

昭
和
二
十
三
年
二
月
八
日
。
最
初
に

当
日
の
毎
日
新
聞
ス
ポ
ー
ツ
記
事
を
紹

介
し
ま
し
ょ
う
。

『
日
本
学
生
陸
上
競
技
連
合
主
催

・
毎

日
新
聞
社
後
援

・
全
国
中
等
学
校
対
抗

駅
伝
競
走
大
会
が
、
豊
中

・
池
田
両
市

を
結
ぶ
、
省
線
池
田
駅
往
復
三
十
八
キ

ロ
の
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
た
。

立
春
明
け
の
こ
の
日
、
無
風
に
近
い
絶

好
の

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
恵
ま
れ
、
遠

く
は
北
海
道
‘
九
州
ま
で
、
全
国
各
都

道
府
県
よ
り
集
ま
っ
た
、
四
十
八
校
二

百
八
十
八
名
の
代
表
選
手
に
、
本
社
総

務
部
長
よ
り
挨
拶
、
塚
本
審
判
長
の
注

意
。
選
手
宣
誓
の
後
、
予
定
通
り
午
前

十

一
時
、
元
気
に
満
ち
た
、
各
応
援
団

と
観
衆
の
声
援
に
送
ら
れ
、

一
斉
に
ス

タ
ー
ト
し
た
』

我
が
世
羅
高
等
学
校
（
学
制
改
革
に

世
運
高
陸
上
師

往
年
選
手

回
想
託

よ
り
高
校
と
な
る
）
陸
上
部
が
こ
の
日
、

駅
伝
の
世
羅
と
し
て
全
国
に
発
信
す
る

第
一
歩
を、

こ
の
地
か
ら
踏
み
出
す
記

念
の
日
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
時
は
参
加
選
手
が
多
く
‘
区
間

賞
の
判
定
が
困
難
と
な
り
、
代
わ
り
に

入
賞
六
位
を
、
十
位
ま
で
と
し
、
我
が

校
も
七
位
入
賞
と
な
り
ま
し
た
。

成
績
優
勝
田
川
中
（
福
岡
）

2
時

間
13
分
15
秒

・
七
位
世
羅

（広
島
）

2

時
間
16
分
33
秒
。
オ
ー
ダ
ー
、
森
重
定
雄

宗
重
恒
夫

・

末
國
規
治

•

岡
田
菊
ニ

・

橘
和
千
至

•

前
友
弘

・

竹
本
時
夫

。

陸

上
部
発
足
当
時
は
、
終
戦
間
も
な
く
‘

物
資
不
足
で
履
物
に
も
随
分
苦
労
し
ま

し
た
。
未
舗
装
道
路
で
の
練
習
で
は
、

自
作
の
草
履
も
一
日
で
破
れ
‘
途
中
か

ら
裸
足
で
走
る
人
も
い
ま
し
た
。
次
に

男
性
用
の
足
袋
に
帆
布
を
裏
打
ち
し
、

運
動
靴
の
代
用
と
し
た
も
の
で
す
。
そ

れ
で
も
足
裏
が
血
豆
で
真
っ
赤
に
な
る

事
が
有
り
、
そ
の
時
は
布
に
菜
種
油
を

浸
し
、
火
玉
を
た
ら
し
て
消
毒
し
‘
皮

膚
を
焼
き
固
め
、
次
の
日
に
備
え
る
の

で
す
。
又
、
風
の
強
い
日
は
、
ラ
ン

ニ

ン
グ
の
内
側
に
新
聞
紙
を
入
れ
、
防
寒

と
し
‘
靴
中
に
唐
辛
子
を
張
り
付
け
、

試
合
前
に
は
マ
ム
シ
の
粉
を
一
服
と
、

こ
れ
は
あ
ま
り
効
果
は
無
い
様
で
し
た

が
、
今
は
懐
か
し
い
思
い
出
で
す
。

今
年
も
都
大
路
が
待
っ
て
い
ま
す
。

選
手
諸
君
の
健
闘
を
祈
っ
て
い
ま
す
。
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私
が
県
立
世
羅
中
の
三
年
生
に
な
っ

た
時
、
保
健
体
育
教
師
と
し
て
内
海
冨

貴
郎
先
生
が
赴
任
さ
れ
、
こ
の
先
生
と

の
出
合
い
が
私
の
走
る
こ
と
の
始
ま
り

で
す
。

走
る
こ
と
が
授
業
の
す
べ
て
だ
と
言

う
先
生
の
、
「
ス
ポ
ー
ツ
の
原
点
は
強

健
な
足
腰
で
あ
り
、
強
い
精
神
力
と
忍

耐
で
足
腰
を
鍛
え
る
事
は
、
あ
ら
ゆ
る

ス
ポ
ー
ツ
に
共
通
す
る
。
」
の
内
海
節

を
い
つ
も
聴
い
た
も
の
で
し
た
。
こ
の

「
走
る
教
育
」
を
嫌
が
る
生
徒
は
多
く

い
ま
し
た
が
、
私
に
と

っ
て
は
心
地
よ

い
汗
で
あ
り
、
高
校
を
卒
業
す
る
ま
で

の
四
年
間
体
育
の
授
業
や
陸
上
部
員

と
し
て
走
り
続
け
ま
し
た
。
平
素
は
師

で
あ
り
監
督
で
あ
る
内
海
先
生
の
指
導

に
従
い
、
日
々
練
習
に
励
み
ま
し
た
が
、

時
に
は
涙
を
流
し
て
先
生
と
口
論
し
た

事
も
昨
日
の
こ
と
の
よ
う
に
懐
か
し
く

思
い
起
こ
さ
れ
ま
す
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
内
海
先
生
あ

っ
て

の
現
在
の
世
羅
高
の
駅
伝
だ
と
い
う
事

は
誰
よ
り
も
私
の
心
に
強
く
焼
き
付
い

て
い
ま
す
。

戦
後
間
も
な
い
衣
食
の
不
自
由
な
時

代
で
し
た
が
、
練
習
す
る
私
達
部
員
を

見
守
る
学
校
周
辺
の
旧
世
羅
中
時
代
の

大
先
輩
達
が
原
田
餃
世
館
に
集
い
‘
体

力
づ
く
り
と
し
て
、
私
達
に
牛
肉
汁
を

振
舞
っ
て
い
た
だ
い
た
事
は
終
生
忘
れ

「
か
く
し
て

五
度
の
快
挙
」

る
こ
と
の
出
来
な
い
大
き
な
励
み
と
な

り
ま
し
た
。

昭
和
二
十
四
年

一
月
五
日
、
大
阪
毎

日
新
聞
社
前
を
ス
タ
ー
ト
、
宝
塚
池
田

を
折
返
し
コ
ー
ス
の
自
由
参
加
の
全
校

高
校
駅
伝
が
行
わ
れ
、
森
重
（
三
年
）
、

竹
本

・
橘
和

・
末
国
（
二
年
）
、
国
藤

（
一
年
）
、
岡
河
（
中
三
）
が
出
場
し
、

六
区
間
で
全
国
三
位
の
入
賞
に
世
羅
の

里
は
大
き
な
喜
び
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
機
に
走
る
事
へ
の
理
解
‘
校
内

に
応
援
気
運
が
高
ま
り
、
駅
伝
校
と
し

て
の
基
礎
固
め
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

そ
の
後
も
末
国

・
岡
河

・
谷
敷
と
全
国

高
校
長
距
離
界
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
誕

生
と
な
り
ま
し
た
。

昭
和
二
十
四
年
の
高
等
学
校
再
編
成

に
よ
り
、
甲
山
高
等
学
校
と
世
羅
高
等

学
校
が
合
併
し
て
、
男
女
共
学
の
広
島

県
世
羅
高
等
学
校
が
誕
生
し
、
私
は
そ

の
二
年
生
と
な
り
ま
し
た
。

昭
和
二
十
五
年
に
入
り
全
国
各
県
予

選
代
表
の
四
十
七
校
に
よ
る
、
第
一
回

全
国
高
校
駅
伝
が
十
二
月
二
十
七
日
‘

大
阪
毎
日
新
聞
社
前
ス
タ
ー
ト
、
南
下

石
津
川
折
返
し
コ
ー
ス
（
三
十
ニ
キ
ロ

六
区
間
）
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
広
島
県

代
表
の
世
羅
高
校
は
二
位
の
金
足
農
高

に
二
分
二
十
二
秒
の
大
差
を
つ
け
全
国

優
勝
し
（
国
藤

・
荒
谷

・
鍛
治
谷

・

曽
根

・
谷
敷
・
岡
河
）
、
初
代
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
に
輝
い
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

か
く
し
て
、
第
二
回
、
第
二
十
三
回

第
二
十
五
回
そ
し
て
昨
年
の
五
十
七

回
と
五
度
の
快
挙
を
達
成
し
、
今
年
度

の
第
五
十
八
回
に
尚
一
層
の
活
躍
が
期

待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

駅
伝
と

イ
ン
タ
ー
ハ
イ

政
成
（
岡
河
）
孝
冶

（昭
27
高
卒
）

第
二
十
一
回
高
校
駅
伝
が
終
っ
た
翌

日
、
「
相
原
高
校
（
神
奈
川
）
十
九
年

振
り
夏

・
冬
連
覇
」
と
大
き
く
新
聞
が

報
じ
ま
し
た
。

「
相
原
は
同
一
年
度
に

夏
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
と
、
冬
の
駅
伝
の

二
つ
の
タ
イ
ト
ル
を
独
占
す
る
偉
業
を

や
っ
て
の
け
た
。
第
二
回
大
会
の
世
羅

に
次
ぐ
、
高
校
陸
上
史
上
二
度
目
の
快

挙
で
あ
る
。
」
と
。
し
か
し
世
羅
高
校

は
、
前
年
冬
の
第
一
回
大
会
に
も
優
勝

し
て
い
る
の
で
、
相
原
高
校
の
上
を
行

く
「
冬

・
夏

・
冬
三
連
覇
」
と
い
う
大

記
録
を
保
持
し
て
い
る
の
で
す
。

さ
て
、
「
秩
父
宮
賜
杯

・
全
国
高
等

学
校
陸
上
競
技
対
抗
選
手
権
大
会
」
の

こ
と
を
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
と
言
い
ま
す
。

私
は
、
第
二
回
大
会
か
ら
第
四
回
大

会
ま
で
、
連
続
三
回
出
場
し
ま
し
た
。

第
二
回
大
会
（
昭
和
二
十
四
年
七
月

三
十

・
三
十
一
日
、
大
阪

・
中
モ
ズ
競

技
場
）
で
は
、
二
年
生

・
三
年
生
選
手 第一回全国高校駅伝優勝メンバー

の
壁
は
厚
＜
‘
入
賞
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
先
輩
の
末
国
規
治
選
手
が
五
千

米
決
勝
で
、
降
り
し
き
る
雨
の
中
を
カ

走
し
、
優
勝
さ
れ
た
雄
姿
は
今
も
な
お

目
に
鮮
や
か
で
す
。

第
三
回
大
会
（
昭
和
二
十
五
年
八
月

五

・
六
日
、
栃
木

・
宇
都
宮
競
技
場
）

で
は
、
千
五
百
米
決
勝
で
三
位
に
入
賞

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

第
四
回
大
会
（
昭
和
二
十
六
年
八
月

四

・
五
日
、
石
川
県
金
沢
競
技
場
）
に

は
僚
友
・
谷
敷
正
雄
選
手
と
二
人
で
参

加
し
ま
し
た
。

成
績
は
、
谷
敷
選
手
が
五
千
米
で
三

位
入
賞
し
四
点
。
千
五
百
米
は
四
位
で

三
点
。
計
七
点
獲
得
。
私
は
八
百
米
を

四
位
で
三
点
。
千
五
百
米
は
一
位
と
な

り
六
点
。
計
九
点
獲
得
。
合
計
十
六
点

得
点
を
挙
げ
‘
ト
ラ
ッ
ク
優
勝
と
総
合

優
勝
の
栄
冠
を
勝
ち
取
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
二
位
校
と
は
二
点
差
で
し
た
。

_
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表
彰
式
で
は
‘
秩
父
宮
賜
杯
を
勢
津

子
妃
殿
下
か
ら
直
々
授
与
さ
れ
た
ほ
か

賞
状
‘
優
勝
旗
‘
優
勝
楯
な
ど
数
多
く

の
賞
品
が
与
え
ら
れ
る
の
で
、
二
人
の

手
に
余
り
困
っ
て
い
る
と
‘
鈴
峯
女
子

高
校
の
選
手
た
ち
が
駆
け
つ
け
て
来
て

後
ろ
に
並
ん
で
賞
品
を
持
っ
て
く
れ
た

の
で
大
変
助
か
り
ま
し
た
。

こ
の
大
会

で
‘
鈴
峯
女
子
高
校
自
身
も
、
正
岡
由

紀
子
選
手
、
岩
本
美
知
子
選
手
な
ど
が

活
躍
し
、
ト
ラ
ッ
ク
ニ
位
、
総
合
三
位

と
い
う
立
派
な
成
績
を
残
し
ま
し
た
。

（
因
み
に
、
正
岡
さ
ん
の
ご
令
兄
は
、

創
設
間
も
な
い
頃
の
世
羅
中
央
病
院
に

医
師
と
し
て
勤
務
さ
れ
ま
し
た
。
）

幻
と
な
っ
た
20
年
ぶ
り
の

全
国
高
校
駅
伝
優
勝

松
金

良

幸

（昭
47
高
卒
）

長
年
多
く
の
関
係
者
が
待
ち
わ
び
た

全
国
高
校
駅
伝
の
優
勝
、
心
か
ら
お
喜

び
申
し
上
げ
ま
す
。
実
は
私
、
第
23
回

全
国
高
校
駅
伝
大
会
に
お
き
ま
し
て
、

2
時
間
12
分
59
秒
の
タ
イ
ム
で
21
年
ぶ

り
の
優
勝
を
経
験
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
メ
ン
バ
ー
の

一
人
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
記
録
は
、
昨
年
の
高
校
駅
伝
に
当

て
は
め
れ
ば
42
位
の
記
録
に
相
当
し
年

月
の
経
過
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
で
す
。

私
た
ち
が
優
勝
し
た
の
は
前
述
し
ま

し
た
よ
う
に
21
年
ぶ
り
の
優
勝
で
し
た

が
、
実
は
そ
の
前
年
、
監
督
‘
選
手
を

は
じ
め
関
係
者
一
同
20
年
ぶ
り
の
優
勝

を
疑
う
も
の
は
誰
一
人
い
な
い
く
ら
い

実
に
強
い
チ
ー
ム
で
し
た
。
し
か
し
、

あ
の
忌
ま
わ
し
い
食
中
毒
と
い
う
ア
ク

シ
デ
ン
ト
に
見
舞
わ
れ
五
位
に
終
わ
り
、

失
意
の
中
、
地
元
世
羅
へ
帰
郷
し
た
記

憶
が
今
で
も
は
っ
き
り
と
頭
の
片
隅
に

残
っ
て
お
り
ま
す
。

大
会
一
週
間
前
、

20
年
ぶ
り
の
優
勝

を
願
う
多
く
の
地
元
関
係
者
等
に
見
送

ら
れ
京
都
入
り
し
ま
し
た
。
大
会
四
日

前
の
練
習
で
、
メ
ン
バ
ー
殆
ど
が
下
痢

と
嘔
吐
で
思
っ
ょ
う
に
走
れ
な
い
状
態

と
な
り
食
中
毒
で
あ
る
こ
と
が
発
覚
し
、

新
聞
で
も
報
道
さ
れ
る
事
態
と
な
り
ま

し
た
。
宿
舎
は
当
然
営
業
停
止
と
な
り

ま
し
た
が
、
我
々
世
羅
高
校
関
係
者
だ

け
継
続
し
て
宿
泊
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

点
滴
と
お
か
ゆ
で
出
場
へ
向
け
療
養
し

な
が
ら
軽
い
練
習
で
調
整
を
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
当
然
宿
舎
の
中
は
暗

い
雰
囲
気
で
笑
い
声
な
ど
聞
こ
え
な
い

状
況
で
し
た
が
、
監
督
を
は
じ
め
多
く

の
方
た
ち
の
献
身
的
な
努
力
で
ど
う
に

か
大
会
当
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
結
果
は
ご
承
知
の
と

お
り
悲
惨
な
も
の
で
し
た
。

私
た
ち
は
運
良
く
翌
年
21
年
ぶ
り
と

な
る
優
勝
を
味
わ
う
こ
と
が
出
来
ま
し

た
が
、
そ
の
優
勝
し
た
こ
と
よ
り
、
幻

の
優
勝
と
な
っ
た
20
年
ぶ
り
の
第
22
回

大
会
の
ほ
う
が
鮮
明
に
記
憶
に
残
っ
て

い
ま
す
。
卒
業
し
て
行
か
れ
た
先
輩
方

の
悔
し
い
想
い
を
察
し
な
が
ら
、

「世

羅
高
同
窓
会
報
」
へ
投
稿
さ
せ
い
た
だ

き
ま
し
た
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
母
校
世
羅

高
校
と
世
羅
高
陸
上
競
技
部
の
益
々
の

ご
活
躍
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

「回
顧
第
二
十
五
回

全
国
高
等
学
校

駅
伝
競
走
大
会
」

小

山

英

士

（昭
50
高
卒
）

私
は
こ
の
二
十
年
間
、
世
羅
高
校
が

全
国
大
会
に
出
場
し
た
際
に
は
、
必
ず

応
援
に
行
っ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、

こ
こ
数
年
、
も
う
優
勝
と
い
う
こ
と
は

な
い
の
で
は
な
い
か
と
半
ば
あ
き
ら
め

て
い
ま
し
た
と
こ
ろ
、
三
十
二
年
と
い

う
長
い
月
日
を
経
て
、
昨
年
‘
つ
い
に

全
国
優
勝
と
い
う
偉
業
を
達
成
す
る
こ

と
が
で
き
大
変
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま

す。
さ
て
、

二
十
五
回
全
国
高
校
駅
伝
大

会
の
こ
と
に
つ
い
て
振
り
返
っ
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
年
の
優
勝
は
、

そ
の
二
年
前
の
も
の
と
は
少
し
意
味
合

い
の
違
っ
優
勝
だ
っ
た
と
思
っ
て
い
ま

す
。
二
年
前
は
、
自
分
た
ち
の
力
を
出

せ
ば
よ
い
と
い
う
無
欲
の
勝
利
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、

こ
の
大
会
は

優
勝
を
強
く
意
識
し
、
か
な
り
の
プ
レ

ッ
シ
ャ
ー
の
中
で
、
自
分
た
ち
の
力
を

十
分
発
揮
し
、
優
勝
を
勝
ち
得
た
大
会

だ
と
思
い
ま
す
。
五
千
メ
ー
ト
ル
十
四

分
台
四
名
、
そ
の
他
の
メ
ン
バ
ー
の
カ

も
充
実
し
て
お
り
、
当
時
の
チ
ー
ム
と

し
て
は
最
も
強
力
で
、
周
囲
の
人
び
と

が
優
勝
を
期
待
す
る
の
も
無
理
も
な
い

布
陣
で
し
た
。

そ
し
て
メ
ン
バ
ー
全
員

が
、
自
分
が
万
が
一

ミ
ス
を
し
て
も
、

必
ず
他
の
選
手
が
そ
れ
を
カ
バ
ー
し
て

く
れ
る
と
い
う
信
頼
感
を
持
っ
て
臨
む

r
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こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
し
て
四
半
世
紀
を
迎
え
た
記
念
す

べ
き
大
会
で
、
我
々
世
羅
高
校
チ
ー
ム

は
二
位
に
三
分
二
十
八
秒
と
い
う
歴
史

的
大
差
を
つ
け
、
七
年
間
破
ら
れ
て
い

な
か
っ
た
全
国
高
校
最
高
記
録
を
塗
り

変
え
「
夢
の
八
分
台
」
と
形
容
さ
れ
た

二
時
間
八
分
四
十
秒
で
二
年
ぶ
り
四
度

目
の
優
勝
を
飾
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
当
時
は
ま
だ
あ
ま
り
普
及
し
て
い

な
か
っ
た
科
学
的
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
模

索
し
な
が
ら
、
世
羅
高
校
の
第
二
期
黄

金
期
を
築
か
れ
、
こ
の
年
を
最
後
に
高

校
の
指
導
者
を
退
か
れ
た
監
督
の
新
畑

茂
充
先
生
の
最
後
の
全
国
大
会
を
、

こ

の
よ
う
な
す
ば
ら
し
い
成
績
で
飾
る
こ

と
が
で
き
我
々
選
手

一
同
は
、
大
変
嬉

し
く
思
い
ま
し
た
。

こ
の
会
報
が
発
行
さ
れ
る
頃
に
は
、

選
手
た
ち
は
全
国
大
会
連
覇
に
向
け
、

厳
し
い
練
習
に
励
ん
で
い
る
こ
と
と
思

い
ま
す
。
私
も
ま
た
、
京
都
で
昨
年
の

感
動
が
味
わ
え
た
ら
と
そ
の
日
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。

世
羅
高
校
第
三
期
黄
金
期
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
た
の
は
、
同
窓
生
の
皆
様

や
地
域
の
皆
様
方
の
温
か
い
ご
支
援
の

賜
で
す
。
今
後
と
も
よ
り
一
層
の
ご
支

援
と
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

H
-
屯
怯
l
l
l
l
s

一

度

目

の

栄

冠

‘

.
＂
g
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高
い
目
標
、
そ
し
て

決
意
に
燃
え
て

清

谷

匠

（平
19
年
高
卒
）

平
成
十
六
年
、
私
は
長
い
歴
史
と
伝

統
に
輝
き
、
駅
伝
で
名
高
い
世
羅
高
校

に
入
学
し
ま
し
た
。
し
か
し
そ
の
年
は

前
年
度
に
県
予
選
で
敗
退
し
て
い
た
こ

と
も
あ
っ
て
、
「
先
ず
全
国
大
会
出
場
」

だ
け
し
か
頭
の
中
に
は
な
か
っ
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。
結
果
と
し
て
、
県
代
表

と
し
て
全
国
大
会
に
は
出
場
し
た
も
の

の
25
位
の
成
績
に
甘
ん
じ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
悔
し
い
体
験
を
通
し
て
、
雪
辱

を
果
す
た
め
に
は
私
た
ち
部
員
の
意
識

変
革
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
痛
感
し
ま

し
た
。
全
国
大
会
に
出
場
す
る
と
い
う

漠
然
と
し
た
意
識
か
ら
脱
却
し
、
全
国

大
会
で
勝
負
す
る
と
い
う
高
い
目
標
を

設
定
し
、
そ
の
決
意
に
燃
え
て
練
習
に

明
け
暮
れ
ま
し
た
。

こ
の
年
の
全
国
大
会
で
の
久
々
の
準

優
勝
は
成
績
だ
け
で
見
れ
ば
快
挙
に
思

え
ま
す
が
、
私
た
ち
選
手
は
こ
の
事
に

胸
を
張
っ
て
喜
ぶ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。

と
い
う
の
も
、
そ
れ
ま
で
ケ
ニ
ア
留

学
生
を
手
本
に
し
て
練
習
を
積
ん
で
き

ま
し
た
が
、

こ
の
大
会
に
彼
を
頼
ろ
う

と
す
る
気
持
が
強
か
っ
た
た
め
各
自
が

自
分
の
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
な
か
っ

た
か
ら
で
す
。

こ
の
内
面
の
弱
さ
を
克
服
す
る
た
め

に
平
素
、
岩
本
真
弥
監
督
が
言
っ
て
来

実

光

紀

之

（昭
18
中
卒
）

私
が
世
羅
中
学
校
（
旧
制
）
を
卒
業

し
た
の
は
昭
和
十
八
年
だ
か
ら
す
で
に

そ
の
後
六
十
余
年
が
経
過
す
る
。
思
え

ば
当
時
は
太
平
洋
戦
争
の
さ
な
か
で
、

中
学
校
で
は
軍
事
教
練
が
義
務
づ
け
ら

れ
、
戦
闘
帽
、
軍
靴
‘
巻
脚
絆
を
身
に

つ
け
、
小
銃
を
手
に
配
属
将
校
の
指
導

に
よ
る
訓
練
が
行
わ
れ
て
い
た
。

世
羅
台
地
の

自
然
の
な
か
で

圃
窯
1
よ
り

ら
れ
た
「
高
校
生
と
し
て
当
り
前
の
事

を
当
り
前
す
る
。
」
、
「
速
い
チ
ー
ム

よ
り
強
い
チ
ー
ム
に
」
の
意
味
を
自
分

に
問
い
か
け
、
課
題
を
残
し
な
が
ら
も

実
践
し
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
世
羅

高
創
立
百
十
周
年
の
節
目
の
年
に
全
国

制
覇
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
も
、
良
い
時
も
悪
い
時
も
ず
っ

と
引
き
継
い
で
来
ら
れ
た
陸
上
部
の
先

輩
方
の
ご
努
力
と
、
岩
本
真
弥
監
督
を

中
心
と
し
た
諸
先
生
の
ご
指
導
や
、
長

年
に
わ
た
り
ご
支
援
ご
声
援
を
お
寄
せ

下
さ
っ
た
地
域
の
皆
様
の
お
蔭
と
厚
く

感
謝
し
て
い
ま
す
。

国
策
に
よ
る
こ
う
し
た
軍
国
時
代
の

教
育
が
そ
の
後
の
人
生
に
ど
の
よ
う
に

影
響
し
た
の
か
は
か
り
知
る
こ
と
は
で

き
な
い
が
、
た
だ
敗
戦
に
よ
っ
て
私
た

ち
の
思
想
が
大
き
く
転
換
し
た
こ
と
だ

け
は
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
中
学

時
代
に
も
な
つ
か
し
い
思
い
出
が
あ
る
。

数
あ
る
恩
師
の
な
か
で
、
中
学
卒
業
ま

で
四
年
間
私
た
ち
の
ク
ラ
ス
担
任
は
潮

千
別
先
生
で
あ

っ
た
。
き
び
し
さ
の
な

か
に
や
さ
し
さ
が
あ
り
、

一
人
ひ
と
り

の
生
徒
に
き
め
細
か
な
心
配
り
を
さ
れ

て
い
た
。
そ
し
て
卒
業
の
際
に
言
わ
れ

た
二
隅
を
照
ら
す
人
に
な
れ
」
と
い

う
教
え
を
今
も
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
な

4ヽ

0
し

私
は
戦
後
約
四
十
年
間
地
域
の
中
学

校
（
新
制
）
に
勤
務
し
、
主
と
し
て
理

科
教
育
に
携
わ

っ
て
き
た
が
、
こ
の
間

少
し
で
も
地
域
の
教
育
に
役
立
つ
こ
と

が
で
き
れ
ば
と
理
科
指
導
の
な
か
に
身

近
な
自
然
研
究
を
と
り
入
れ
て
き
た
。

当
時
、
世
羅
台
地
の
自
然
実
態
は
ま

だ
明
ら
か
で
な
く
詳
細
な
調
査
も
行
わ

れ
て
い
な
か

っ
た
。
科
学
ク
ラ
ブ
の
生

徒
と
と
も
に
山
野
を
歩
き
ま
わ
り
調
査

を
進
め
る
過
程
で
多
く
の
新
し
い
発
見

が
あ
っ
た
。

こ
の
研
究
は
全
国
的
に
も

高
く
評
価
さ
れ
、
日
本
学
生
科
学
賞
受

賞
を
機
に
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
研
究
成
果
を
も

と
に
さ
ら
に
広
域
に
わ
た
る
詳
細
な
調

査
が
要
望
さ
れ
て
い
た
が
、
幸
い
に
も

平
成
六
年
当
時
の
三
町
教
育
委
員
会
が

中
心
と
な
り

「世
羅
台
地
の
自
然
」
誌

発
刊
が
企
画
さ
れ
、
以
後
六
年
間
、

世

羅
台
地
の
気
象
、
地
質
‘
動
植
物
な
ど

す
べ
て
の
領
域
に
わ
た
る
本
格
的
な
調

査
が
進
め
ら
れ
た
。

こ
の
調
査
に
よ
っ

て
世
羅
台
地
の
自
然
界
の
全
貌
が
は
じ

め
て
明
ら
か
に
さ
れ
、
そ
の
成
果
が
集

大
成
さ
れ
た
自
然
誌
が
平
成
十
三
年
に

完
成
し
発
刊
さ
れ
た
。
こ
の
画
期
的
な

事
業
が
無
事
完
了
し
た
の
は
、
広
島
大

学
を
は
じ
め
多
数
の
指
導
者
や
編
集
委

員
、
そ
し
て
地
域
の
方
々
の
並
々
な
ら

ぬ
協
力
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
自

然
誌
は
今
な
お
広
く
自
然
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
と
し
て
も
活
用
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
こ
の
調
査
で
確
認
さ
れ
た
ヤ

チ
シ
ャ
ジ
ン
な
ど
の
貴
重
植
物
が
生
育

す
る
世
羅
台
地
の
温
地
や
た
め
池
は
全

国
的
に
も
注
目
さ
れ
、
再
度
の
調
査
を

経
て
環
境
省
に
よ
る
「
日
本
の
重
要
湿

地
」
の

―
つ
に
選
定
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
残
念
な
が
ら
そ
の
後
の
急
激

な
環
境
変
化
に
よ
り
、
多
数
の
希
少
生

物
が
絶
滅
の
危
機
に
瀕
し
て
い
る
。

一

度
失
わ
れ
た
ら
再
び
復
元
で
き
な
い
貴

重
な
自
然
を
末
長
く
保
全
し
て
ゆ
く
た

め
に
は
、
地
域
の
人
々
の
自
然
保
護
へ

の
よ
り
深
い
関
心
と
協
力
が
不
可
欠
で

あ
ろ
う
。

私
た
ち
の
さ
さ
や
か
な
環
境
保
全
の

活
動
は
今
も
続
い
て
い
る
が
、

こ
の
と

り
く
み
に
つ
な
が
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

末
尾
な
が
ら
世
羅
高
校
の
さ
ら
な
る
発

展
を
祈
り
つ
つ
筆
を
お
く
。

/YOEIOO 
総合室内装飾 企画・ 施工

倉橋匠栄堂
本亀社 〒722-1412
広島票三原市久井町和草2195

TEL (084 7) 32-7100(代）
FAX (084 7) 32-6967 

株式会社

第二工場 〒722-1412
広島県三原市久井町和亘2382-1

TEL (084 7) 32-7980 

FAX (084 7) 32-7980 

安心施工と地域密着サービスで、信頼の家づくり。

.IAHBf!et 
日本霰大のホームピルダー集団。ンヤープネット

令井上建設株式会社
広島県知事（特18)第180号

I~L32-7125 臨.0120-979-575 http://www.inokenjp I 



2007(平成19)年12月1日発行 世羅 画 同窓 会 会 報 （第 9号） ⑥
 

幾

島

文

江

（昭
24
高
卒
）

こ
の
度
‘
世
羅
高
等
学
校
創
立
百
十

周
年
を
迎
え
る
時
、
時
宣
に
適
っ
た
と

い
え
る
昨
年
十
一

月
、
郡
立
世
羅
女
学

校
跡
の
記
念
碑
を
、
旧
奉
安
殿
あ
と

（温
泉
施
設
ア
ク
ア
ハ
ウ
ス
今
高
野
）

に
、
建
立
し
郡
立
期
の
女
学
校
を
顕
彰

す
る
こ
と
が
出
来
て
安
堵
し
ま
し
た
。

こ
の
、
記
念
碑
建
立
に
到
る
ま
で
に

は
、
推
進
委
員
の
長
期
に
亘
る
お
力
添

に
ま
ず
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
出
費
多
端
の
折
か
ら
、
同
窓

会
員
な
ら
び
に
地
域
の
皆
様
か
ら
物
心

両
面
の
ご
支
援

・
ご
協
力
を
い
た
だ
き

衷
心
よ
り
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。さ

て
、
私
ご
と
に
な
り
ま
す
。
我
家

で
、
小
さ
な
ド
ラ
マ
を
見
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
こ
の
郡
立
女
学
校
跡
碑
の

建
立
実
現
の
た
め
に
奔
走
し
て
い
る
最

中
、
部
屋
中
資
料
や
写
真
を
、
其
処
ら

此
処
ら
に
ち
ら
か
し
、
久
し
振
り
に
毎

晩
難
問
と
格
闘
し
ま
し
た
。

昨
今
、
九
十
七
オ
の
老
母
と
、
取
り

立
て
て
話
す
こ
と
な
ど
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
‘
寄
宿
舎
の
写
真
に
突
然
興
味

を
も

っ
て
、
な
つ
か
し
げ
に
、
こ
こ
に

（
今
高
野
山
山
門
脇
）
実
科
高
等
女
学

校
が
あ
っ
て
、
こ
こ
に
、
宿
舎
が
あ
っ

た
と
語
り
ま
し
た
。

何
し
ろ
、

八
十
余
年
前
の
こ
と
で
す

か
ら
、
友
達
の
名
前
は
思
い
出
せ
な
い

光
る
碑
と

老
母
の
想
い

が
、
冬
の
寄
宿
舎
は
寒
く
、
同
室
の
友

達
と
く
っ
つ
い
て
眠
っ
た
こ
と
は
忘
れ

ら
れ
な
い
ら
し
く
何
回
も
語
り
ま
し
た
。

制
服
の
こ
と
を
聞
き
ま
し
た
ら
、
甲

山
高
等
女
学
校
に
変
っ

て
か
ら
、
紺
の

上
着
は
粋
で
、
白
衿
で
大
き
な
バ
ッ
ク

ル
の
バ
ン
ド
つ
き
、
ス
カ
ー
ト
は
裾
に

黒
の
線
が
入
っ

て
い
て
格
好
良
か
っ
た

と
、
昨
年
の
こ
と
の
よ
う
に
話
し
ま
し

た
。数

日
後
二
枚
の
集
合
写
真
を
見
せ

て
く
れ
ま
し
た
。
一
枚
は
塔
の
丘
で
、

も
う
一
枚
は
甲
山
高
等
女
学
校
玄
関
で

撮
っ
た
も
の
で
し
た
。

「
私
が
い
る
ん
じ
ゃ
が
ー
」
と
探
し

て
い
た
が
分
か
ら
な
い
。

私
は
、
す
ぐ
分
か
り
ま
し
た
。
ど
の

写
真
を
見
て
も
身
体
を
右
に
捻
る
＜
せ

が
あ
る
の
を
知
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
こ
ま
で
の
筋
書
き
を
毎
晩
聞
か
さ

れ
、
疲
れ
ま
し
た
。

だ
が
、
久
し
振
り
に
老
母
の
光
る
想

い
を
聞
く
こ
と
が
出
来
て
大
変
感
謝
し

ま
し
た
。
最
後
に
、
こ
の
こ
と
が
光
る

碑
と
重
な
る
喜
び
を
私
は
感
じ
ま
し
た
。

共
に
生
き
る

長
畑

（近
藤
）
志
帆

（平
5
高
卒
）

世
羅
高
を
卒
業
し
て
十
数
年
‘
縁
あ

っ
て
‘
介
護
福
祉
士
と
し
て
、
母
校
の

地
世
羅
で
‘
介
護
の
仕
事
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
来
ま
し
た
。

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
、
在
宅
で

の
生
活
を
お
手
伝
い
し
な
が
ら
、
私
自

身
、
沢
山
の
こ
と
を
教
え
ら
れ
、
結
婚
‘

出
産
を
し
、

人
間
と
し
て
、
成
長
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
今
、

老
人
保
健
施
設
で
、
仕
事
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

そ
の
経
験
を
通
し
、

一
番
感
じ
て
い

る
の
は
、
生
き
る
こ
と
は
、
そ
の
人
自

身
が
主
役
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

平
凡
に
生
き
て
来
た
よ
う
に
見
え
て
も
、

一
人
ひ
と
り
の
方
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
生

き
様
が
あ
り
、
背
景
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
喜
怒
哀
楽
、
い
ろ
い
ろ
な
話
を
聞
か

せ
て
い
た
だ
く
な
か
で
、
何
か
を
成
す

成
さ
な
い
は
関
係
な
く
、
ど
ん
な
人
で

も
同
じ
く
尊
い
の
だ
と
い
う
こ
と
を
、

実
感
し
て
来
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の

方
が
選
ば
れ
る
道
が
、
こ
ち
ら
が
最
善

と
思
つ
も
の
で
な
く
と
も
、
ご
本
人
の

選
ば
れ
る
道
と
し
て
、
尊
重
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

そ
の
上
で
、
個
々
に
合
っ
た
介
護
を

す
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
、

い
つ
も
考
え
て
い
ま
す
。
学
ば
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
は
い
く
ら
で
も
あ
り、

経
験
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
学
ぶ
こ
と
は
、

本
当
に
わ
く
わ
く
し
‘
腑
に
落
ち
る
、

素
晴
ら
し
い
も
の
で
す
。
だ
か
ら
、
世

羅
高
か
ら
生
活
福
祉
科
の
実
習
生
さ
ん

が
来
ら
れ
る
た
び
、
知
識
も
で
す
が
、

そ
の
人
そ
の
も
の
を
見
て
介
護
す
る
と

い
う
こ
と
と
、
自
身
の
学
ぶ
楽
し
さ、

生
き
る
力
も
つ
け
て
欲
し
い
と
、
伝
え

て
い
ま
す
。
ど
ん
な
経
験
も
学
び
に
な

り
、
学
ぶ
こ
と
に
、
終
わ
り
は
な
い
こ

と
を
、
と
て
も
感
じ
る
か
ら
で
す
。
ま

た
、
介
護
の
仕
事
の
素
晴
ら
し
さ
や
、

楽
し
さ
に
、
実
習
の
短
い
間
で
は
あ
り

ま
す
が
、
少
し
で
も
触
れ
て
も
ら
え
た

ら
有
り
難
い
で
す
。

誰
も
が
両
親
が
あ
り
、
自
身
も
い
つ

か
、
老
い
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
か
ら
介

護
に
関
わ
る
人
も
、
今
、
介
護
に
関
わ

っ
て
い
る
人
も、

決
し
て

一
人
で
抱
え

込
ま
な
い
で
、
話
し
て
く
だ
さ
い
。
笑

顔
が
出
な
く
な
る
ほ
ど
頑
張
っ
て
は
、

何
の
た
め
に
、
生
き
る
の
か
、
分
か
ら

な
く
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
た
と
え
、

解
決
で
き
な
く
て
も
、
よ
り
よ
い
方
を

選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な

人
の
、
色
々
な
意
見
に
耳
を
傾
け
る
こ

と
で
、
よ
り
選
択
肢
が
増
え
ま
す
。
病

気
に
な
っ
た
ら
、
医
者
に
か
か
る
よ
う

に
、
介
護
の
問
題
は
、
も
っ
と
気
軽
に
、

介
護
に
関
わ
る
人
に
、
話
し
て
み
て
く

だ
さ
い。

こ
の
仕
事
を
通
し
て
、
私
が
で
き
う

る
こ
と
以
上
の
暖
か
い
も
の
を
、
与
え

て
も
ら
っ
て
来
ま
し
た
。
お
返
し
に
、

私
が
で
き
る
の
は
、
心
を
こ
め
た
介
護

と
、
日
々
の
生
活
の
中
で
、
小
さ
な
親

切
を
重
ね
る
こ
と
で
す
。
笑
顔
で
挨
拶

を
す
る
こ
と
、
「
ど
う
し
よ

っ
て
で
す

か
？
」
と
、
声
を
か
け
る
こ
と
、
自
分

が
さ
れ
た
ら
、
ち
ょ
っ
と
う
れ
し
い
な、

美しい写真を真心でお届けする
デジタルプリント専門店

阿部写真館
PHOTO STUDIO、ノヤッター
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と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
。
そ
れ
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
た
い
と
い
う
方
に
も

通
じ
る
の
で
す
が
‘
施
設
に
入
所
さ
れ

て
い
る
方
、
地
域
の
高
齢
者
の
方
、
老

若
男
女
関
係
な
く
、
か
か
わ
り
を
持
つ

と
い
う
こ
と
で
す
。
自
分
は
忘
れ
ら
れ

て
い
な
い
、
人
が
会
い
に
来
て
く
れ
た
、

そ
ん
な
喜
び
を
、
互
い
に
分
け
合
え
る

機
会
を
作
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
、
と
感

じ
て
い
ま
す
。
些
細
な
こ
と
が
、
人
と

人
と
を
近
づ
け
ま
す
。
笑
顔
で
挨
拶
す

れ
ば
、
笑
顔
が
返
っ
て
き
ま
す
。
そ
れ

は
、
子
ど
も
も
、
高
齢
の
方
も
、
元
気

で
バ
リ
バ
リ
働
い
て
い
る
人
も
、
み
ん

な
一
緒
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の

豊
か
な
世
羅
高
を
、
世
羅
の
地
を
、
日

本
を
、
地
球
を
、
ま
す
ま
す
豊
か
に
す

る
た
め
に
、
ま
ず
、
自
分
の
足
元
か
ら
、

家
庭
、
近
所
に
‘
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
よ

う
‘
暖
か
い
も
の
を
蒔
き
続
け
る
介
護

を
、
生
活
を
し
て
行
き
た
い
で
す
。

高
校
時
代
、
何
の
た
め
に
勉
強
す
る

の
か
、
何
の
た
め
に
生
き
る
の
か
‘
模

索
し
て
い
た
自
分
も
、
先
生
方
の
温
か

い
見
守
り
や
、
友
人
た
ち
の
関
わ
り
、

家
庭
や
、
沢
山
の
人
々
と
の
出
会
い
の

中
で
、
今
が
あ
り
ま
す
。
今
ま
で
出
会

え
た
、
す
べ
て
の
人
に
、
感
謝
し
て
い

ま
す
。
有
り
難
つ
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ぅ
r“

-．3 

^~2"-

学
校
だ
よ
り

「
進
路
状
況
お
よ
び

取
り
組
み
」

進
路
指
導
部

昨
年
度
の
本
校
の
進
路
状
況
は
、
四

年
生
大
学
七
十
七
名
、
短
期
大
学
十
一

名
専
門
学
校
五
十
九
名
、
就
職
（
公

務
員
を
含
む
）
は
三
十
四
名
で
し
た
。

こ
の
よ
う
に
本
校
の
卒
業
生
の
進
路
先

は
、
多
岐
に
渡
っ
て
お
り
、
進
路
指
導

体
制
も
多
様
で
き
め
細
や
か
な
指
導
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
大
学
全
入
時
代

と
い
わ
れ
て
い
る
昨
今
の
状
況
で
す
が
、

安
易
に
進
路
を
決
定
せ
ず
、
高
い
目
標

を
設
定
し
て
、
そ
の
実
現
の
た
め
に一

生
懸
命
努
力
す
る
こ
と
が
で
き
る
生
徒

を
育
成
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。本

校
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
い
て
広

島
県
教
育
委
員
会
か
ら
、
「
進
学
指
導

重
点
校
」
に
指
定
さ
れ
、
進
路
体
制
の

さ
ら
な
る
充
実
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

進
学
を
希
望
す
る
生
徒
に
対
し
て
、
習

熟
度
別
授
業
、
補
習
授
業
、
世
羅
塾
‘

サ
テ
ラ
イ
ト
授
業
、
教
科
の
添
削
指
導
‘

小
論
文

・
面
接
の
個
別
指
導
な
ど
と
と

も
に
、
進
学
意
識
を
高
め
る
た
め
に
、

進
路
講
演
会
、
大
学
出
張
講
義
、
キ
ャ

リ
ア
教
育
講
座
‘
学
年
別
進
路
通
信
の

発
行
な
ど
の
取
り
組
み
も
行
っ
て
い
ま

す
。就

職
指
導
に
つ
い
て
は
‘
就
職
ガ
イ

ダ
ン
ス
、
対
策
テ
キ
ス
ト
、
面
接
指
導

な
ど
を
含
め
て
多
数
の
求
人
を
い
た
だ

い
た
こ
と
に
よ

っ
て
、
就
職
を
希
望
す

る
多
く
の
生
後
が
ほ
ぼ
希
望
通
り
の
就

職
を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
職
業
意
識

・
勤
労
観
を
し

っ
か
り
持
っ
た
生
徒
を
育
て
て
行
く
た

め
に
「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」
の
視
点
に
立

っ
て
進
路
指
導
を
充
実
さ
せ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

「
自
主
的

・
自
律
的
な
態
度
を
養
い
、

将
来
の
世
羅
台
地
の
人
材
を
育
成
す
る
」

と
い
う
目
標
の
下
、
教
職
員
一
同
、
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す

の
で
、
同
窓
会
の
皆
様
の
ご
支
援
・
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

高
校
駅
伝
県
予
選

男
女
と
も
に
連
覇

気
温
十
九
度
、
暖
か
い
日
差
し
の
下
、

広
島
県
高
校
駅
伝
競
走
大
会
は
十
一
月

四
日
の
十
二
時
二
十
分
か
ら
男
子
、
引

き
続
き
十
分
後
に
女
子
が
ス
タ
ー
ト
し

た
。女

子
は
如
水
館
高
校
と
終
盤
ま
で
も

つ
れ
る
大
接
戦
を
演
じ
た
。
エ
ー
ス
で

あ
る
ベ
ス

・
ム
ソ
ー
ニ
を
左
脚
の
故
障

で
欠
き
、
急
速
チ
ー
ム
編
成
を
変
更
す

る
こ
と
と
な
り
苦
戦
が
予
想
さ
れ
た
。

一
区
主
将
田
坂
は
三
位
で
た
す
き
を
二

区
の
笠
道
へ
託
す
。
二
位
の
如
水
館
高

校
と
並
ん
で
た
す
き
を
受
け
た
三
区
貞

森
は
、
先
頭
の
井
口
高
校
を
か
わ
し
二

位
に
つ
け
た
。
四
区
の
岡
田
は
如
水
館

高
校
と
の
差
を
最
小
限
に
留
め
二
十

一

秒
差
で
ア
ン
カ
ー
藤
原
へ
。
中
盤
か
ら

徐
々
に
先
頭
と
の
差
が
縮
ま
り
、
残
り

-
k
m
か
ら
猛
ス
パ
ー
ト
。
残
り
三
〇

一念
。-
1

o
mと
な
る
競
技
場
内
で
の
逆
転
劇
と

な
り
、
二
年
連
覇
を
果
た
し
た
。

男
子
は
一
年
生
の
ビ
タ
ン

・
カ
ロ
キ

が
競
技
場
を
勢
い
よ
く
飛
び
出
し
、
区

間
新
記
録
の
快
走
で
独
走
態
勢
を
築
き

レ
ー
ス
の
流
れ
を
作
っ
た
。
二
区
三
輪
‘

三
区
主
将
‘
鎧
坂
も
安
定
し
た
走
り
を

見
せ
、
後
続
と
の
差
を
さ
ら
に
広
げ
た
。

四
区
中
原
は
、
前
年
の
清
谷
主
将
に
並

ぶ
区
間
タ
イ
記
録
を
マ
ー
ク
し
た
。
続

く
五
区
山
崎
六
区
大
工
谷
も
力
強
い

走
り
で
区
間
賞
。
順
調
に
首
位
で
た
す

き
を
つ
な
い
だ
。
大
会
直
前
に
ア
ン
カ

ー
を
託
さ
れ
た
折
元
は
昨
年
の
記
録
を

一
分
上
回
る
二
時
間
六
分
二
十
一
秒
の

大
会
新
で
ゴ
ー
ル
テ
ー
プ
を
切
り
、
四

連
覇
を
果
た
し
＿
二
十
七
回
目
の
全
国
大

会
出
場
を
決
め
た
。

巨
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国
咄
詞

近

畿

同

窓

会

「こ
の
一
年
の
歩
み
」

会
長
松
尾
千
九
三
（
昭
和
25
高
卒
）

昨
年
十
一
月
十
二
日
、
母
校
創
立
百

十
周
年
記
念
式
典
に
六
名
参
加
。
高
校

駅
伝
県
予
選
に
レ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
塚

本
卓
也
氏
参
加
。
ア
ベ

ッ
ク
優
勝
で
全

国
大
会
出
場
が
決
ま
る
と
、
カ
ン
パ
要

請
と
同
窓
会
会
報

・
現
状
報
告
の
発
送

準
備
を
役
員
総
出
で
行
い
四
百
五
十
八

通
を
発
送
。
十
二
月
二
十
一
日
北
川
校

長
ら
来
阪
先
輩
有
志
宅
会
社
等
へ

の
挨
拶
廻
り
に
役
員
四
名
同
行
。
大
会

当
日
、
西
京
極
競
技
場
に
早
朝
よ
り
、

関
西
同
窓
会
協
議
会
（
近
畿
在
住
の
十

八
校
の
同
窓
会
支
部
で
組
織
）

・
県
人

会

・
近
畿
同
窓
会
の
各
応
援
団
‘
東
京

校
友
会
‘
故
郷
世
羅
か
ら
の
応
援
団
で

座
席
満
杯
で
準
備
完
了
。
選
手
の
健
闘

と
大
勢
の
応
援
団
が
一
体
と
な
っ
た
三

十
二
年
振
り
五
度
目
の
優
勝
を
果
た
す
。

本
年
に
入
り
六
月
十
一
日
総
会
に
は
北

川
校
長

・
近
藤
教
諭

（事
務
局
）

・
金

尾
世
羅
副
町
長
を
招
待
し
‘
会
員
約
五

十
名
の
参
加
で
盛
会
で
あ
っ
た
。
お
土

産
と
し
て
世
羅
の
清
酒

・
ワ
イ
ン

・
松

茸
し
め
じ
な
ど
を
全
員
に
持
ち
帰
っ
て

も
ら
う
。
旅
行
ク
ラ
ブ
（
年
一
、
ニ

回
）
、
カ
ラ
オ
ケ
、
生
涯
学
習
ク
ラ
ブ

の
三
つ
の
ク
ラ
ブ
活
動
も
希
望
者
で
行

っ
て
お
り
、
旅
行
ク
ラ
ブ
で
は
十
一
月

十
七
旦
皐
都
小
旅
行
を
行
う
予
定
。
こ

れ
か
ら
も
役
員
一
同
心
を

―
つ
に
し
て

頑
張
っ

て
行
き
ま
す
。

《
総
会
報
告
》

今
年
度
の
同
窓
会
総
会
は
八
月
十
九

日
（
日
）
、
世
羅
町
本
郷
「
玉
乃
家
」

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
（
出
席
者
五
十
六

名
）
。
小
島
敏
文
会
長

・
北
川
洋

一
校

長
の
挨
拶
で
開
会
し
、
台
湾
同
学
会
陳

恒
盛
会
長
、
松
尾
千
九
三
近
畿
同
総
会

会
長
よ
り
祝
辞
を
頂
き
ま
し
た
。

●
総
会
議
事

①
平
成
十
八
年
度
事
業

・
決
算
報
告

お
よ
び
監
査
報
告
（
承
認
）

②
平
成
十
九
年
度
事
業
計
画

（承

認
）

③
平
成
十
九
年
度
予
算
案
（
承
認
）

④
総
会
開
催
日
に
関
わ
る
同
窓
会
規

約
の
改
定
（
承
認
）

●
報
告
事
項

①
同
窓
会
報
九
号
の
発
行
（
編
集
委

員
の
確
認
、
広
告
依
頼
等
）

●
懇
親
会

記
念
撮
影
の
後
、
波
田
幸
代
幹
事
長

の
挨
拶
と
藤
井
志
郎
様
に
よ
る
乾
杯
の

音
頭
に
よ
り
懇
親
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

学
生
時
代
の
思
い
出
や
母
校
へ
の
思
い

や
現
況
を
話
さ
れ
‘
和
や
か
な
懇
親
会

と
な
り
ま
し
た
。

年
度
幹
事
お
よ
び
お
世
話
を
頂
い
た

皆
様
方
、
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

《
男
子
陸
上
競
技
部
歴
代
優
勝
記
念
碑

除
幕
式
》

同
窓
会
総
会
に
先
立
ち
、
当
日
午
前

十
時
か
ら
、
正
門
付
近
に
て
同
窓
会
主

催
に
よ
る
除
幕
式
を
開
催
し
ま
し
た
。

全
国
高
等
学
校
駅
伝
競
走
大
会
の
、
第

本
部
だ
よ
り

／
一
回
第
二
回
第
二
十
三
回
お
よ
び

昨
年
の
第
五
十
七
回
大
会
の
優
勝
記
念

碑
が
完
成
し
、
二
十
五
回
大
会
を
含
め

て
す
べ
て
の
優
勝
記
念
碑
が
揃
っ
た
こ

と
を
記
念
す
る
も
の
で
す
。
当
時
の
優

勝
時
の
部
員
も
多
数
来
校
さ
れ
、
深
い

感
慨
の
中
で
除
幕
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

＂し．り．＂
l

．．
 
―
 

陸
上
競
技
部
歴
代
優
勝
記
念
碑

写
真
葉
書

(
6
枚
入
り
）
を

一
組
千
円
で
販
売
し
て

お
り
ま
す
。

（
同
窓
会
事
務
局
ま
で
）

〈
計
報
〉

◇
大
前
久
男
氏
（
昭
20
中
卒
）

享
年
八
十
歳
。
昭
和
四
十
五
年
か
ら

六
十
三
年
ま
で
の
十
八
年
間
、
母
校
に

技
術
員
と
し
て
勤
務
さ
れ、

そ
の
後
、

翼
北
寮
舎
監
と
し
て
陸
上
部
選
手
を
熱

心
に
世
話
さ
れ
る
一
方
、

地
元
観
光
協

会
役
員
と
し
て
今
高
野
山

一
帯
の
美
化

◇
高
尾
泰
仁
先
生

享
年
七
十
九
歳
。
昭
和
三
十
九
年
か

ら
五
十
四
年
ま
で
十
五
年
間
、
農
業
機

械
科
教
諭
と
し
て
同
科
の
基
礎
づ
く
り

と
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

◇
山
根
諄
三
先
生

享
年
八
十
八
歳
。
昭
和
二
十
三
年
か

ら
翌
年
に
か
け
て
統
合
前
の
本
校
の
国

語
担
当
と
し
て
訓
育
に
当
た
ら
れ
、
の

ち
中
学
校
に
長
年
勤
務
さ
れ
ま
し
た
。

《
編
集
後
記
》

昨
年
暮
れ
、
陸
上
部
は
第
五
十
七
回

全
国
高
校
駅
伝
大
会
で
三
十
二
年
ぶ
り

の
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
八
月
に
は
、
こ
の
大
会

を
含
む
四
基
の
優
勝
記
念
碑
が
完
成
し
、

既
存
の
第
二
十
五
回
大
会
の
も
の
と
合

わ
せ
て
五
基
の
優
勝
記
念
碑
が
揃
い
ま

し
た
。

こ
の
一
連
の
慶
事
を
記
念
し
て
、
母

校
の
駅
伝
の
歴
史
の
歩
み
を
特
集
し
ま

し
た
。
草
創
期
、
第
一
回
か
ら
今
回
の

五
十
七
回
各
大
会
の
代
表
の
方
々
か
ら

当
時
の
大
会
の
様
子
や
、
思
い
出
話

等
々
を
ご
寄
稿
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

紙
面
の
都
合
で
詳
細
を
お
伝
え
で
き
な

い
こ
と
が
残
念
で
す
。
御
多
忙
の
中
会

報
九
号
に
ご
寄
稿
く
だ
さ
い
ま
し
た

方
々
に
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す

◇
編
集
委
員

伊
藤
陽
康

（昭
28
卒
）
石
原
正
俊
（
昭
28
卒）

大
田
良
晴
（
昭
37
卒
）
近
藤
寿
（
昭
56
卒）

林
光
輝
（
平
2
卒）

に
も
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
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